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難である。ひとたび大噴火が起こり関東地方に降灰があれば，
交通だけでなく，多くの産業，なかでも電力施設に大きな被
害が出ることが予想される。企業単独ではなく，国と自治体
がもっと強く認識すべきである。もし起きたら降灰の処分は
大問題となるが，解決策が見当たらない。いっぽう，地震で
人的被害を減らすにはどうしたらよいかという問題は，家屋
の耐震化度を高めるなど，個人レベルでも今後改善できる部
分が多く残されており，首都直下地震が発生したときの被害
予測を現状のレベルから大きく下げることは可能である。
講演では，4人の講演者の研究者としての地道な努力とそ
の結果としての地震や火山噴火の予測が進歩しつつあること
を知り，大変有益なお話を伺うことができたと実感した。本
シンポジウムには，およそ170人の参加者があった。

（古野　泰二）

2016年 9 月24日（土）13：15～17：35，自然科学研究教育�
センター・シンポジウムが日吉キャンパス第 4校舎J11教室に
て開催された。
地球規模の異常気象が取りざたされる中，今年の日本はま
れにみる台風の当たり年であった。6月下旬には，過去最悪
ペースと言われるほど深刻な利根川水系の水不足が問題とな
り始めたものの，8月には 4個の台風が上陸し，この問題は
解消された。さらに 9月には 2個の台風が上陸した。シンポ
ジウム当日の 9月24日は，台風16号上陸後の秋雨前線の活発
化により，曇のち雨，湿度ほぼ100%の不快な天候であった。
最近は，台風の進路や風雨の予測を含めた短期の気象予測は
かなりの精度で成功していると多くの人々が実感しているで
あろう。いっぽう，地震発生と火山噴火はどうであろうか。
日本は地震国であると同時に火山国でもある。2011年の東
日本大震災のあと，2014年には御嶽山が噴火して多くの犠牲
者を出した。今年に入ってからは，まさに本シンポジウムを
企画している最中に震度 7を観測する熊本地震が発生した。
我々日本人は火山と地震に対する心構えを常に怠ることはで
きない。今回のシンポジウムではっきり認識したことは，現
在の科学技術では巨大地震の発生予知は未だ不可能である
が，数十年間という長期における発生確率の予測はほぼ可能
であるということである。東日本および熊本の大地震は目に
も体にもはっきりその巨大さが感じられるものであったが，
いっぽうで，体に感じないような小さな地震についての地道
な研究も今後の地震対策において重要である。マグニチュー
ド 9クラスの地震が過去に起こったプレート境界域では，体
には感じないがプレート同士がゆっくりスリップする「ゆっ
くり地震」が頻繁にまた長期的に観測されることがあり，巨
大地震発生との関連が強く示唆されているのである。
火山については，特定の火山に関する長期間の化学的デー
タの蓄積とその変化から，数日という短期間における噴火予
測が成功した例があることを知った。ただし，日本には多く
の火山があり，この数十年において大きな被害を出した火山
の噴火は予測できなかったのである。関東地方については，
日本の象徴である富士山が噴火した場合の脅威は極めて大き
なものとなる。富士山は宝永の噴火以来，なりを潜めている
が，これまでの噴火のパターンは一定のものではなく予測困

「日本列島を襲う大地震
 －2016年熊本地震と

将来の巨大地震－」
平田　直 氏

「地球化学的手法による
火山観測研究」

野上　健治 氏

「ゆっくり地震の謎」
井出　哲 氏

「富士山噴火で想定される
首都圏の火山災害」

山元　孝広 氏
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な筈である。ただし，これを実現するには，ハード，ソフト両
面での新規の技術開発が必要である。電力消費者を小さなグ
ループごとにまとめ，そこに基幹系統と太陽光などの自然エネ
ルギー電力を接続し，高い時間精度で電力のやりとり（ON/
OFF/アイドル）を縦横無尽に制御するようなネットワーク構
築の要となる電力ルータを開発する必要がある。このルータの
ことをデジタルグリッドルータと呼ぶことにする。GPS時間を
使えば，高精度の時間的制御が可能で，位相のずれによるトラ
ブルを回避することができる。配電網を自由化し，それぞれの
装置や発電装置にIPアドレスをつけてインターネットで相互に
つないでやれば，どこからでもアクセスでき，必要なときに必
要なだけの電力を安定に取り出すことができるようになる。消
費者が実際に電力を使用するには，サービスプロバイダを介し
て行えばよい。
アフリカの国のある地域のように，電力系をもたないところで
はどのような電力供給形態が可能か。もっとも重要で喜ばれる
のは，夜使える光である。すでにタンザニアを中心に数百のソー
ラーキオスクと称するお店で，モバイルマネーを使い，電子機
器，ランタンなどの充電器のレンタル使用が始まっている。儲
けの大きな事業ではないが，子供達のみせる笑顔が素晴らしい。
講演終了後，4名の方々との質疑応答が30分に及んだ。30年か

けて数桁速くなったPC，携帯から15年で出現したスマホ，人を
介護するロボット，小説を書くAIなどと同様，阿部教授の提唱
するデジタルグリッドの世界も10年後，もしかしたら，5年後
には電力網の主流になっているかも知れない。� （古野　泰二）

に，独自の考えを紹介された。科学者側からの間違った情報発
信としては，意識的なものは捏造となるが，無意識における思
い込みが要因となること，科学コミュニケーター側では，伝え
るに値する情報を伝える義務があり，そのために自身で粉骨砕
身して学ぶことが重要であり，そのような見識を有した科学コ
ミュニケーターを大事にすることの重要性に言及された。一方，
読者・視聴者側は，経験則で考えがちなことに加えて自分が都
合の良いように情報を受け取る傾向にあり，此処に危うさがあ
ることを指摘された。一挙に解決できるようなことではないが，
このような構造をよく理解して，科学情報の誤解を減少させる
ことは重要である。
以上，大学院博士課程を卒業後，生物学系のフリージャーナ
リストとして独自の地位を獲得されてきた垂水氏により，科学
コミュニケーターとしての活動をとおして，前半部では翻訳学
とも言えるべき翻訳の科学史の一端を紹介され，そして後半部
には，科学翻訳の問題点，社会に誤解が生じる構造やメカニズ
ムを考察された。1時間という短い時間の中ではあったが，あ
る意味，日本において生物学系のフリージャーナリストは希有
であり，独自に到達されている立ち位置から氏の考えを聞くこ
とができた興味深い講演であったと思われる。なお，参加者は
70名を数え，塾生が多くの割合を占めた。また，塾生新聞から
の取材対象となり，第526号・11月 8 日発行の 1面に，講演内
容が的確に掲載されているので，あわせて読んで頂きたい。
� （金子　洋之）

第35回講演会が2016年 5月12日（木）�
16：30～18：00に日吉キャンパス来往
舎 2階大会議室にて，阿部力也氏（東
京大学 総括プロジェクト機構 特任教
授）を講師に迎え「デジタルグリッド：
インターネット型電力システムによる
自然エネルギー転換」という題目のも
と開催された。（参加者40名）

阿部教授による本講演では，日本の原発停止による供給電力
の低下とそれへの対応，自然エネルギーの急激な増加，ヨーロッ
パ，米国の電力事情などが紹介され，さらには，電力網の無い
東アフリカでの電力事業の新形態が紹介された。
気候や天候の影響を受ける自然エネルギーを需要と供給をバ

ランスさせながら基幹電力網に組み込むことは容易ではない。
これを国家的に宣言し法律化し実施しているのがドイツである。
ただし，高度な技術的処理がなされているのではなく，余剰分
を複数の隣国とやりとりすることにより，電力の安定化を得てい
るのである。島国の日本でこれを行うには，電力会社間で電力
のやりとりをするしかないが，実際上は不可能である。すでに日
本における太陽光発電認定量は6,000万kWを越えている。
金融の世界に喩えるなら，電力エネルギーはお金そのもので
ある。北海道の親が九州の子供に送金したいとき，現地でお金
を引き下ろして現金書留で郵送する親は今の時代あまりいない
だろう。ネットにアクセスすれば子供の口座に瞬時にお金が振
り込まれる。金融と似た仕組みをもつ電力網の世界が構築可能

2016年10月20日（木）16：30～18：00
に日吉キャンパス来往舎 2階大会議室
にて，垂水雄二氏（科学ジャーナリス
ト・翻訳家）を講師に迎え「科学はな
ぜ誤解されるか－科学啓蒙の落とし穴
－」という題目のもと第36回講演会が
行われた。
前半には，異文化コミュニケーショ

ンの最前線としての活動である翻訳において，垂水氏が考えら
れてきた問題点を紹介された。学術用語や専門用語に関して，
ギリシア語やラテン語起源の語句を翻訳する場合，もし適切で
ない翻訳を行うと混乱を生じるので，翻訳家にとって難しい作
業となる。江戸時代の蘭学医である杉田玄白による翻訳の例を
挙げられ，そのカテゴリーには（i）既に存在する日本語に当て
はめる翻訳，（ii）適切な日本語を造る義訳，（iii）言語をそのま
ま漢字やカタカナに置き換える直訳など，様々な苦労があった旨
を紹介された。続けて，明治初期の開国後になされた翻訳の難
しさ，すなわち知らない人に教えることの難しさ，我が慶應大学
の祖である福澤諭吉においても，自由，経済，為替など，秀逸
な言葉を生み出す翻訳を行ったことも紹介された。垂水氏の意
見としては，できるだけ噛み砕き易い日本語にすることが肝要で
あり，擬人主義的な翻訳が適切な場合があることを述べられた。
続いて後半では，現代社会における関連する問題点について
科学者⇄科学コミュニケーター⇄読者・視聴者の関係のもと

■第35回　阿部　力也　氏  

■第36回　垂水　雄二　氏  

講演会報告



■第31回　大場　茂（文学部化学教室）  
2016年 7 月23日（土）15：00～

16：30に日吉キャンパス来往舎
1 階シンポジウムスペースに
て，第31回サイエンス・カフェ
「自然における左と右 －左水晶
と右水晶－」を開催した。今回
の企画の趣旨は，分子の世界で
も左と右の区別があり，それが
ヒトの味覚や薬の作用にも影響
すること，また，天然に存在す

るアミノ酸や糖が一方の型に偏っており，その原因がまだ解明
されていないこと，そして結晶によるX線回折法によって，分
子の立体構造と，その絶対配置まで決定できることを紹介する
ことであった。
右手と左手のように，互いに鏡で関係付けられるものを鏡像
体という。このように右と左が区別できるものは，自然には多
くみられる。例えば，植物のつるの巻き方について，アサガオ
は右巻き（右ねじ）で，フジは左巻きであり，どちらかの型に
決まっている場合が多い。サザエなどの巻貝もほとんどが右巻
きである。
水晶とは，結晶面がきれいに発達した石英の結晶である。そ
の組成はSiO2であるが，結晶はSiO4の四面体が頂点を共有した
3次元ネットワーク構造である。水晶は六角柱状をしていて，
その伸長方向が結晶（三方晶系）のc軸である。水晶には右水
晶と左水晶とがある。右水晶の定義は右旋性であること，つま
り（水晶の場合は結晶のc軸方向に光を通すと）光の振動面を
右に回転させることである。水晶の結晶構造には 3回らせん対
称性があるため，左水晶では右巻きらせん，右水晶では左巻き
らせんとなっている。この結晶内部の対称性の違いが，結晶外
部にも反映される。水晶の先端の斜面部分に微小な結晶面が現
れていると，肉眼でも右水晶と左水晶の区別ができる。たとえ
丸く磨いた水晶球でも，偏光板と円偏光板とではさんでエア

サイエンス・カフェ報告

講演会のお知らせ

リースパイラルを観察することにより，その渦巻きの方向から
右水晶と左水晶を区別することができる。
エアリースパイラルは虹色の渦巻きであり，それには結晶に
よる光の複屈折と旋光性が関係している。ただし，これらの詳
しい説明を一般の方にするのは避け，その代わりに光や色につ
いてのクイズ（○×式10問）を講演に先立って行うことにした。
これにより，物質中で光の速度が変わること，そして白色光は
種々の波長（およびそれに伴う色）をもつこと，虹は水滴中の
屈折と反射で生じていることなどを説明することで，おおまか
な理解につながることを期待した。なお，このクイズ解説の段
階で予想以上に質問がでて，時間超過気味となってしまった。
話題提供の後，次のような内容の実習を行った。（1）ブラジ
ル産の水晶ポイントについて，微小面による右水晶と左水晶の
判別，（2）水晶球のエアリースパイラルの観察，（3）（+）-およ
び（-）-リモネン（つまりミカンの皮に含まれる化合物の鏡像
異性体）の匂いの嗅ぎ比べ。事前予約制とし，定員50名のとこ
ろオーバーブッキングも含めて60名まで幅をもたせた（予約者
54名）。カフェへの実際の参加者は40名であった。�（大場　茂）

第37回講演会

物理学とトポロジー：2016年ノーベル物理学賞の
キーワード・物理学におけるトポロジーとは？
講　演：1）�慶應義塾における「トポロジカル・サイエンス」

プロジェクト
　　　　　 新田　宗土（商学部准教授）
　　　　2）物理学とトポロジー
　　　　　 木村　太郎（経済学部助教）
日　時：2016年12月21日（水）　16：30～18：00
場　所：日吉キャンパス�来往舎 1階シンポジウムスペース
対　象：学生・教職員・一般（申込不要・参加費無料）

第38回講演会

「生きた化石」ウミユリの発生から脊椎動物の 
起源を探る
講　師：雨宮　昭南（�東京大学名誉教授・慶應義塾大学訪問教授）
日　時：2017年 1 月20日（金）　16：30～18：00
場　所：日吉キャンパス�来往舎 1階シンポジウムスペース
対　象：学生・教職員・一般（申込不要・参加費無料）

「光と色のクイズ」の解説風景

RESEARCH AND EDUCATION CENTER FOR NATURAL SCIENCES
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～次回のおしらせ～
サイエンス・メルティング・ポット（第10回）
日　時：2017年 1 月27日（金）　13：00～14：30
場　所：日吉キャンパス来往舎 2階 大会議室
講　演：1）科学的メタファーの行方
　　　　　 －「メルティング・ポット」を例にして－
　　　　　 川村　文重（商学部専任講師）
　　　　2）分子の膜で金属を守る
　　　　　 志村　正（法学部専任講師）
対　象：教職員（申込不要・参加費無料）

第 9回サイエンス・メルティング・ポットが，2016年 7 月
26日（火）16：00～17：30，日吉キャンパス来往舎 2階 大会議
室で開催された。杉本憲彦（所員，法学部准教授）による「金
星に吹く風の謎」，および小林拓也（所員，理工学部専任講師）
による「文系？理系？～思想家J.-J.ルソーの植物学への関心
～」の 2つの講演が行われた。参加者は16名であった。

小林　拓也杉本　憲彦

2016年 9月10日（土）15：00～18：00，第 2校舎 2階224教室
にて，第 6回自然科学教育ワークショップ（WS）を開催した。
本WSは，本塾における自然科学の一貫教育を向上させるこ
とを目的に，一貫校の教員と自然科学研究教育センター（自
然セ）の所員が互いに意見や情報を交換する場として，毎年
1回の頻度で継続的に開催されてきた。今回は，「現状と未来」
をキーワードとしたテーマ設定を行い，3部構成で会を進行
させた。

ワークショップ内容：
第 1部
「一貫校出身の中高教員による自然科学教育の現状と未来」
講演 1．�「何を目的に授業をするのか？：学習環境や社会

の要求」
　　　　戸川　一成 氏（普通部）
講演 2．�「慶應義塾の学び，東大附属の学び」
　　　　荒井　惠里子 氏（東京大学教育学部附属
　　　　　　　　　　　　 中等教育学校）
講演 3．�「理科教師のサバイバル術　～慶應で学び，早稲

田で教えて気づいた理科教師として必要不可欠な
こと，教えちゃいます～」

　　　　竹田　淳一郎 氏�（早稲田大学高等学院）

第 2部
「将来，教員を目指す塾生との質疑応答」
�第 1 部に提供される話題をもとに，塾生からの質問も受け
ながら，将来の自然科学教育の有るべき姿を議論する。

第 3部
「本WSの将来構想」
�企画や準備などの問題点も含め，将来に向けた本ワーク
ショップの方向性を探る。

第 1部においては，話題を 3つに絞ったこともあり，密度
が濃い議論がなされた。各演者からは，世界へ向けての日本

式教育の発信，紙ベースの資料を残す重要性，教員自身によ
り基礎学力を鍛錬する必要性など独自の提言を聴くことがで
きたと思われる。第 2部に関しては，夏休み期間中というこ
ともあり，塾生の参加が 4名と少なかったが，気後れした雰
囲気もなく，自身が教員になった際の良いシミュレーション
ができたと感じられた。一方，第 3部では，本WSを参加者
全員がさらに共有できることを見据えて，企画や準備の有り
様に議論を集中させた。具体的な提案として， 1年に 1回は
行うということ，また従来行っていた自然セ所員だけでの準
備から，次回以降は一貫校教員と共催して企画を行っていく
態勢に変化させることが提案された。� （金子�洋之）

自然科学教育ワークショップ 参加メンバー

サイエンス・メルティング・ポット報告

第 6回自然科学教育ワークショップ


